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地域と学校をつなぐ。
地域学校協働活動推進事業をご存知ですか？
幅広い地域住民等の参画を得て、地域全体で子どもの学び 
や成長を支えるとともに「学校を核とした地域づくり」を 
目指し、学校と地域が相互にパートナーとして連携・協働 
して行う様々な活動のことです。

学校と地域、ともに協力することで課題解決が出来るとすれば、素敵だと思いませんか？ 
つまりは、「学校の課題を、地域の力を借りて」「地域の課題を、学校の力を借りて」サポートしあい、 
地域全体の活性化に繋げようという仕組みです。

地域学校協働活動って、どんなことをするの？

令和７年度に実施された活動の事例の一部をご紹介します。

日新小学校

▲こども達と地域の皆さんが、互い
に遊び方を教え合い、コミュニ
ケーションを深めながら、笑顔と
歓声が絶えない楽しい時間を過ご
しています。

日新小学校では、子ども達と地域の皆様とのふれあいや顔の見えるフ
ラットな関わり合いを作りたいと考え、火曜日の中間休みを活用した
「昔のあそびをたのしむじかん」の場を設けています。�
昔の遊びは、ルールがシンプルで分かりやすい、折り紙、あやとり、
お手玉等の遊びを行っています。�
子ども達と地域の皆さんが、紙飛行機で飛行距離を競争したり、長く
飛ばせる紙飛行機を教え合ったり、互いに“こんなのも折れたよ！”と
子ども達が地域の皆さんに折り紙をプレゼントする等、微笑ましい時
間を過ごしています。�
また、今年度に始まったこの事業では、子ども達と一緒に楽しい時間
を過ごしてもらえる地域の方を募集しています。

7月号では、新庄小学校、明倫学園（前期課程）、升形小学校の3校の事例を紹介しました。 
前回に引き続き、日新小学校、萩野学園（前期課程）、本合海小学校の事例を紹介します。

ポイント�
“誰でも気軽に楽しめる遊び”を用いることで「世代を超えた交流の
場」を目指しています。�
交流の場では、世代を超えた人々と接する機会が得られることで、�
子ども達のコミュニケーション能力や社会性が豊かになり、地域の�
活性化も期待できます。



この事業の主役は、学校と地域の皆さんです。 
「地域の課題とは何か？」「学校の課題はどんなことか？」これらを見つめ、声に出し、出来ることか
ら両者が協力して行うことが、この事業のポイントだと考えています。 

「学校を核とした地域づくり」をテーマに、地域と学校をつなぐコーディネーターとして、子ども達の豊
かな成長を育み、活動の輪を豊かにし、主役である皆さんの手助けをして行きたいと考えています。

地域学校協働活動は、地域と学校の皆さんが主役です！

萩野学園
学校運営協議会委員が主体となり、5・6年生を対象とした「算数・数学
おこまり相談室」を開設、9月29日に初回が実施されました。�
初日では、相談室の進め方が説明されて、まずは “塾ではない”、“決まっ
た教科書やテキストはない”、“やりたいことは自分で決める”など、子ど
も達自身が「疑問をもつ」「興味をもつ」事を大切にした内容でスター
ト。�
様々な色や形のパズルを使い、それぞれのピースが組み上がっていくこ
とで得られる“気づき”に少しずつ、子ども達の表情が変わっていくよう
でした。�
地域の方の協力により、子ども達の「おこまり」から生まれる、気づき
に寄り添い、向き合っていく活動です。

▲どんな相談室になるのか、子ども
達は、真剣に、そして興味津々に
説明に耳を傾けていました。

ポイント�
学校運営協議会委員の発案で新たに開設された「おこまり相談�
室」子ども達の自主性や意欲を引き出す大切な活動ですが、指�
導・運営においては地域ボランティアの協力が不可欠となります。

本合海小学校
総合的な学習の時間で、地域の宝物である最上伝承野菜「畑なす」の栽
培を行いました。地元の畑なす農家の指導のもと、畑起こしやマルチ張
りなど自分達の手で行い、猛暑が続く中でも、近所の方にご協力いただ
きながら、毎朝、畑に水を撒くことができ、8月には真ん丸で瑞々し
い、畑なすを収穫することが出来ました。�
8月29日にはゆめりあにて販売会を実施し、地域の方を中心に沢山のお
客様で大盛況。事前の販売リハーサル等もあり、開始から20分で完売！�
9月には、東北農林専門職大学の先生から指導を受けるなど、充実した
学びを展開しました。

▲農家さんからの指導で苗を植えま
した。／販売会にて、みんな揃っ
て畑なすカラーのTシャツ！あっ
という間の“完売”に笑顔が溢れて
います。

ポイント�
　　本合海小学校では、地域の方との密な「協力」と「交流」の中で�
学習を進めています。�
　　子ども達は、ふるさとの産業と温かなまなざしに誇りと自信を持�
ち、より深い学びを得ることが出来ます。
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